
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 

山形市避難者交流支援センターより お知らせ Ｎｏ．3１4 

2024 年 1 月 12 日 

 明けましておめでとうございます 
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます 

山形市避難者交流支援センタースタッフ一同 
辰は、十二支の中では唯一の架空の動物ですが、とても縁起の良い神聖な生き物とされています。 

 辰は「振るう」という⽂字に由来しているそうです。森羅万象が振動し、草⽊が成⻑して活⼒旺
盛になる状態を表します。 
 今年も当センターは、情報提供や生活安定の支援他、避難されている方々と相互交流の場として
利用しやすいよう努⼒して参ります。お気軽においでください。 

 山形市より 

 

平成 18 年４月 2 日～平成 20 年 4 月 1 日生まれの方 

 ・過去に「こども医療証」の交付を受けたことがある→「確認書」提出が必要(令和 6 年 1 月に市

から郵送予定) 

・「こども医療証」の交付を受けたことがない→新規申請が必要(該当者には別途案内) 

平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日生まれの方で「ごども医療証」の交付を受けて

いる方→手続き不要(令和 6 年３月中に医療証を郵送予定) 

※詳しくは、山形市ホームページをご覧ください。 

問合せ先 山形市役所 こども家庭支援課 ☎023-641-1212 （内線 559） 

こども医療給付の対象年齢が令和６年４月１日より 
18 歳まで拡大になります 

山形市に住民票のある方が対象となります。 

福島県各市町村(福島市、郡山市、伊達市、二本松市、南相馬市、桑折町)のこども医療費助成申

請書をご準備しておりますので、必要な方は山形市避難者交流支援センター(山形ビッグウイング

２階)まで直接お越しください。 

（福島市のみこども医療費助成申請書用郵送封筒をお預かりしております。 

こちらも必要な方は当センターまで、直接おこしください。) 

対象 

引き続き当センターで
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山形市避難者交流支援センター 

各種イベントは、外部のそれぞれの会場で実施しています。 

ご来場の際は、基本的な感染防止対策へのご協力をお願いします。 

休 

休 

休 

福島県相談窓口 

ふくしま就職相談会 

 会場：総合福祉センター 

山形市避難者交流支援センター 

開館時間 午前 9 時 30 分 ～ 午後 5 時 

月曜日休館 （月曜日が祝日の場合は翌日休館） 

〒990-0076  

山形市平久保１００番地 山形国際交流プラザ２Ｆ 

(山形ビッグウイング) 

ＴＥＬ 080-2807-7591 

避難者定住サポート窓口開設中 

  

 

１人１時間程度の予約制となります。 

日時  1 月 18 日(木) 13:30～16:00 

場所  山形市総合福祉センター  

  １階会議研修室 

申込   山形市避難者交流支援センター 

☎080-2807-7591 

    

 

 

就職活動を応援します。事前にお申込み頂くと

より良い情報を提供できます。 

☆日時   1 月 18 日(木) 13:30～15:30 

☆場所   山形市総合福祉センター  

１階会議研修室 

☆申込   山形市避難者交流支援センター 

☎080-2807-7591 

 

 
 

「健康ノート」差し上げます 
まちの保健室でお世話に

なっております山形県看護

協会さんより健康ノート

60 冊をいただきました。 

Ａ５判で中は真っさらな

罫線ノートです。 

日々の出来事や、血圧や食

事や運動を記録するなど自

由にご記入下さい。 

ご希望の方は  
山形市避難者交流支援センターまでお越しください。 
なお、無くなり次第終了とさせていただきます。 

お手紙の一部を紹介します。………… 

✒ 東日本大震災の折、体育館にお世話になりました。 

三春町、盛岡市に移動、先に山形に来ていた娘家族に

呼ばれて合流することができました。山形市には南相馬市

民も多くおられてやっと安心することができました。…中略…

こまめに給油、薬は 10 日前にもらっておく、サンダルは極力

履かない、連絡網の確認を心にとめなから日々暮らしてお

ります。受けた御恩を忘れず、感謝しつつ残りの人生を生き

抜きたいと思っております。 

ありがとうございました。機会があれば当時の担当者及
びボランティアさんにもお伝えいたします。 
綺麗な作品で当センターにも飾らせていただきました。 


